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改訂履歴

日付 バージョン 記載ページ 改訂内容

2015-1-5 Rev.1.0.0 -- 初版を発行しました。

2015-7-31 V5.0
機能強化版
その２

P59～P66 定義権限設定に「常に権限をつける」を追加しました。

P73～P78 クラスター権限設定の設定画面ＵＩを変更しました。

2016-5-2 V5.1
機能強化版
その６

P90 権限設定タイプを追加しました。

P105～116 権限設定タイプ：グループ管理のデフォルト帳票定義権限で設定
の説明を追記しました。

2017-10-20 V6.0 P96 ③下位グループについての説明を追記しました。

2018-10-31 V6.2 P42~43 外部連携API使用権限についての説明を追記しました。
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権限について
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グループB

ConMasDesigner

グループA

ConMasManager

権限について

ConMas i-Reporterでは、”グループ”毎に様々な権限を設定出来ます。

ユーザーをグループに所属させることにより、

ユーザーに対しての参照、編集、削除、その他操作に制限を与える事が可能です。

i-Reporter

定義作成
定義参照
定義編集

etc

各機能管理
定義削除
帳票削除

etc

帳票作成
帳票参照
帳票編集

etc

権限設定（閲覧制限、操作制限等）

グループC
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権限の種類

◆ システム管理権限

ConMasManagerのメニュー「システム管理」の操作権限です。

◆ Manager操作権限

ConMasManagerの各種メニュー管理の操作権限です。

◆ 帳票定義作成権限

ConMasDesignerで新規帳票定義を作成する権限です。

◆ デフォルト帳票定義権限

ConMasDesignerで新規に作成された帳票定義につけるデフォルトの権限です。

権限には、以下の６種類があります。

◆ 帳票定義/入力帳票権限

帳票定義、入力帳票毎の”参照”、”作成”、”編集”、”削除” を行う権限です。

◆ クラスター権限

帳票内クラスター毎の編集権限です。

承認クラスターで申請者、承認者を分ける場合には、この権限設定が必須です。

システム管理の
グループ管理で設定

帳票定義/入力帳票毎に設定
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グループ管理

権限はグル―プ毎に設定します。このため権限機能を利用するためには、

必ずユーザーをグループに所属させる必要があります。

グループは、メニュー「システム管理」のグループ管理にて

各種メンテナンスを行います。

①システム管理を
クリック

②グループ管理を
クリック

• グループには、グループ同士で階層を作る事も可能です。
• 階層化したグループは、権限設定で上位・下位グループの絞り込みによる有効な機能が

利用可能です。
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グループ管理での権限設定

メニュー「システム管理」のグループ管理で以下の権限を設定出来ます。

グループ管理で行える権限設定
◆ システム管理権限
◆ Manager操作権限
◆帳票定義作成権限
◆ デフォルト帳票定義権限

グループ管理
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・システム管理権限は青色
・Manager権限は緑色
・帳票定義作成権限は橙色
・デフォルト帳票定義権限は灰色

システム管理権限 Manager操作権限

帳票定義作成権限

デフォルト帳票定義権限
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①追加ボタンを
クリック

◆ グル―プの作成

１．グループの新規作成は、右上の追加ボタンをクリックします。

２．グループ名称を入力します。
グループ階層を作成したい場合は、親グループ名称に上位となるグループを選択します。
また、各種権限の設定も行えます。

②各項目メンテナンス

３．最後に登録ボタンをクリックして設定を確定すると、グループが作成されます。

③登録をクリック
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◆ グル―プの編集
１．グループの編集は、一覧より編集したいグループの名称をクリックします。

３．最後に登録ボタンをクリックして設定を確定します。

④登録をクリック

２．グループ参照画面で編集ボタンをクリックすると編集画面です。ここでメンテナンスを実施します。

②編集ボタンクリック

①グループ名称を
クリック

③各項目メンテナンス
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◆ グル―プの削除
１．グループの削除は、一覧より削除したいグループの名称をクリックします。

２．グループ参照画面で削除ボタンをクリックする事でグループ削除が実施されます。

②削除ボタンクリック

①グループ名称を
クリック
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ユーザーのグループへの所属設定

権限設定を使用するには、必ずユーザーをグループに所属させる必要が

あります。

ユーザーのグループ所属設定は、ユーザー管理のユーザー編集にて行います。

①システム管理

②ユーザー管理

③グループ所属させたいグループを
クリック
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④編集ボタンを
クリック

②ユーザー管理

⑤所属させるグループに
チェック

⑥登録をクリックして
登録完了
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グループ管理での権限設定注意点

以下の２つの権限設定はグループ管理で設定する事ができません。
◆帳票定義/入力帳票権限
◆クラスター権限

これらの権限設定は、帳票定義毎に設定します。

※P48の”帳票定義権限”に記載

「Designerにおける帳票定義作成時のユーザーグループ権限の自動設定モード設定」が
有効の場合は、グループ管理でも帳票定義/入力帳票権限設定を行えます。
※P83の「帳票定義作成時のユーザーグループ権限の自動設定」に記載
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システム管理権限
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システム管理権限
ConMasManagerのシステム管理メニュー内の各機能を

使用するための権限です。

◆ システム管理権限
• ユーザー管理権限
• 端末管理権限
• システム設定管理権限
• データー管理権限

システム管理権限

ユーザー管理権限

端末管理権限

システム設定権限

データー管理権限

管理者向けの権限です。

システム管理権限は与えられないが、
端末管理等の個別の権限を与えたい場合
に設定します。
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システム管理権限
システム管理内の全機能を利用できる権限です。
システム管理内すべての機能を利用できるため、システム管理者向けの権限です。
※”グループ管理”、”データー取り込み” は本権限がないと利用出来ません。

システム管理権限
従来どおり、システム管理メニュー内の

全機能を利用出来ます。
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ユーザー管理権限
システム管理内のユーザー管理を使用するための権限です。

尚、システム管理権限を持つユーザーと持たないユーザーでは

管理出来る内容に制限があります。

ユーザー管理権限

▼制限事項
システム管理権限を持つのユーザーの場合
• ユーザー管理制限なし
ユーザー管理権限を持っており 且つ システム管理権限を持たないのユーザーの場合
• システム管理権限を持つユーザーの参照、編集、削除は不可。
• システム管理権限を持つグループをユーザーに所属させる事が不可。
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例）システム管理権限を持つユーザーがログインした場合

全ユーザーが表示される

ユーザー一覧

ユーザー登録・編集

全グループが割り当て可能
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例）システム管理権限を持たないユーザーがログインした場合

※ユーザー管理権限は持つ

システム管理権限をもつ“システム管理グループ”所属の管理者”user01”は
表示されない。

ユーザー一覧

ユーザー登録・編集

システム管理権限をもつ
“システム管理グループ”は割り当て出来ない。
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端末管理権限
システム管理内の端末管理を使用するための権限です。

端末管理権限

本権限を持つ事で、端末承認作業が可能です。

システム管理権限中、
端末管理権限のみ持つと、システム管理内メニューが

端末管理のみに絞り込まれます。
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システム設定管理権限
システム管理内の以下機能を使用するための権限です。

システム設定管理権限

⚫ メール通知設定
⚫ 共通マスター管理
⚫ ライセンス

システム管理権限中、
システム設定管理権限のみ持つと、システム管理内メニューが

絞り込まれます。



© CIMTOPS Corporation. 27

データー管理権限

システム管理内の以下機能を使用するための権限です。

データー管理権限

⚫ 閲覧参照用ファイルアップロード
⚫ タスク管理
⚫ 帳票ロック一括解除

システム管理権限中、
データー管理権限のみ持つと、システム管理内メニューが

絞り込まれます。
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Manager操作権限
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Manager操作権限

ユーザーの所属するグループ毎にManagerの各操作を制限するための
権限設定です。
出来る事）

• Manager各メニューの非表示
• 管理ユーザー以外のManager操作を閲覧のみ有効とし変更不可とする。
などの権限設定が可能です。

例）
帳票定義、自動帳票作成、ラベル管理をメニュー上非表示に。また、入力帳票は閲覧のみとした場合。

メニューを一部
非表示化

閲覧のみのため、
検索ボタンのみが表示され

その他のボタンは
表示されない。
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Manager操作権限の一覧

Managerの以下の操作について権限設定が可能です。

➢ 帳票定義 参照
帳票定義メニューの表示権限

➢ 帳票定義 編集
帳票定義メニュー以下で編集操作が行える権限

➢ 帳票定義 削除
帳票定義メニュー以下で削除操作が行える権限

➢ 入力帳票 参照
入力帳票メニューの表示権限

➢ 入力帳票 編集
入力帳票メニュー以下で編集操作が行える権限

➢ 入力帳票 削除
入力帳票メニュー以下で削除操作が行える権限

➢ データー出力
データー出力メニューの表示権限

➢ 自動帳票作成
自動帳票作成メニューの表示権限

➢ ラベル管理 参照
ラベル管理メニューの表示権限

➢ ラベル管理 登録
ラベル管理メニュー以下（帳票定義、入力帳票）でラベル登録が行える権限

➢ ラベル管理 編集
ラベル管理メニュー以下でラベル編集が行える権限

➢ ラベル管理 削除
ラベル管理メニュー以下でラベル削除操作が行える権限

帳票定義

入力帳票

データー出力

自動帳票作成

ラベル管理
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Manager操作権限 帳票定義

Managerでの帳票定義操作の権限を設定します。

➢ 参照
・すべての参照、検索が利用可能です。

➢ 編集
・基本情報編集
・シート情報編集
・メール設定
・ドキュメント割り当て
・ラベルづけ
・権限設定
・クラスター権限設定
Manager上で帳票定義の設定値を変更するには、この権限が必要です。
※参照権限を含みます。

➢ 削除
・帳票定義の論理削除（ゴミ箱）、物理削除操作が利用可能です。
※参照権限を含みます。

Manager権限の
帳票定義権限

注意点）
Manager権限はManagerの操作権限です。
ある帳票定義の編集をManager行うには、このManager権限だけでなく、
その帳票定義の権限も持つ必要があります。
※帳票定義の権限については、P48の「帳票定義権限」に記載

グループ管理
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ボタンアイコン ボタン名 必要権限

検索 参照

ラベルをつける 編集

編集 編集

メール通知設定 編集

ドキュメント割り当て 編集

削除 削除

ゴミ箱から元に戻す 削除

物理削除 削除

各ボタン操作に必要な権限は以下です。
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注意点）
Manager権限はManagerの操作権限です。
ある入力帳票の編集をManagerで行うには、このManager権限だけでなく、
その入力帳票の権限も持つ必要があります。
※入力帳票の権限については、P48の「帳票定義権限」に記載

Manager操作権限 入力帳票

Managerでの入力帳票操作の権限を設定します。

➢ 参照
・すべての参照、検索が利用可能です。

➢ 編集
・基本情報編集
・シート情報編集
・メール設定
・ドキュメント割り当て
・ラベルづけ
・権限設定
・クラスター権限設定
Manager上で入力帳票の設定値を変更するには、この権限が必要です。
※参照権限を含みます。

➢ 削除
・帳票定義の論理削除（ゴミ箱）、物理削除操作が利用可能です。
※参照権限を含みます。

➢ 管理
参照、編集、削除権限すべての操作が可能となり、どの帳票でも”入力完了”操作が行えるようになります。

Manager権限の
入力帳票権限

グループ管理
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ボタンアイコン ボタン名 必要権限

検索 参照

ラベルをつける 編集

編集 編集

メール通知設定 編集

ドキュメント割り当て 編集

削除 削除

ゴミ箱から元に戻す 削除

物理削除 削除

編集可能にする 編集

一括承認・差し戻し 編集

スケジュール 編集

帳票コピー 編集

各ボタン操作に必要な権限は以下です。
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入力完了にする権限

Manager権限 入力帳票管理権限をもつと、”参照”、“編集”、“削除”の権限を
もつだけでなく、帳票の入力状況に関係なく”入力完了”操作が行えるようになります。

➢ 管理権限を持たないユーザー
必須クラスターがすべて入力済みになっていない場合、“入力完了”操作が不可

➢ 管理権限を持つユーザー
必須クラスターがすべて入力済みになっていない場合でも、強制的に “入力完了”操作が可能

管理権限を用いてManagerで入力完了にする手順）

１．入力帳票管理権限をもつユーザーでManagerログイン後、
入力帳票一覧より、入力完了したい帳票の基本情報画面を表示します。

２．編集ボタンをクリック。

クリック

基本情報画面



© CIMTOPS Corporation. 36

３．入力帳票管理権限をもつユーザーの場合、“基本情報”の下部に
“入力完了にする（帳票管理者権限）”項目が表示されます。
また、任意で“強制入力完了理由”も入力出来ます。

管理権限をもつユーザーのみ
表示される項目

強制入力完了理由
は任意。
（必須ではありません）
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４．“入力完了にする（帳票管理者権限）”にチェックをいれ、“登録”する事で、
必須クラスターが未入力である帳票でも入力完了です。

チェックし、
理由を入力（任意）して
“登録”

５．必須クラスターが未入力状態でも“入力完了”です。

６．本機能を用いて強制入力完了された帳票は、”強制入力完了理由”が基本情報画面で確認可能です。
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Manager操作権限 自動帳票作成

Managerで自動帳票作成機能の利用可否を設定します。

➢ 権限があればManager自動帳票作成の利用が可能になります。
権限がなければ、Managerメニュー上に表示されません。 （直接リンクも不可）

自動帳票作成権限：あり

自動帳票作成権限：なし

自動帳票作成権限がないと、
メニューが非表示となる。

グループ管理
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Manager操作権限 データー出力

Managerでデーター出力機能の利用可否を設定します。

➢ 権限があればManagerデーター出力機能の利用が可能になります。
権限がなければ、Managerメニュー上に表示されません。 （直接リンクも不可）

データー出力権限：あり

データー出力権限：なし

データー出力権限がないと、
メニューが非表示です。

グループ管理
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Manager操作権限 ラベル管理

➢ 参照
参照が利用可能。
※これがないとメニュー表示されません。

➢ 作成
・ラベルを新規作成する権限
※参照権限を含みます。

➢ 編集
・ラベルを編集操作する権限
※参照権限を含みます。

➢ 削除
・ラベルの削除操作権限
※参照権限を含みます。

Managerでのラベル管理操作の権限

作成権限

編集権限

削除権限

グループ管理
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ラベルの作成・削除は”帳票定義”、”入力帳票”、“図書管理”、“カスタムマスター”メニューからも実行出来ます。
このため、これらメニュー内でもラベル管理権限が適用され、権限に応じてラベル操作のボタンが表示されます。

ラベル管理
“作成”、“削除”権限あり

ラベル管理
“作成”権限あり

ラベル管理
“削除”権限あり
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外部連携 API 使用権限
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外部連携 API 使用権限

ジョブ管理システム等からWeb APIを利用するための権限です。

ConMasGenerator等

Web API 

グループ管理

Web API 使用権限

権限のないグループの場合は
ログインAPIでエラーとなります

ログインAPI

…… API

…… API

自動帳票作成API
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帳票定義作成権限
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帳票定義作成権限

Designerで帳票定義を新規作成するための権限です。

帳票定義作成権限

ConMasDesigner

帳票定義の新規作成
の可否

グループ管理
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デフォルト帳票定義権限
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デフォルト帳票定義権限

Designerで帳票定義を新規作成された際に

デフォルトで自動でつける帳票定義権限の設定です。

ConMasDesigner
帳票定義の新規作成

グループ管理

帳票定義に自動で付与される権限

グループ管理のデフォルト帳票定義権限の内容が
帳票定義に自動で付与されます。
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帳票定義権限



© CIMTOPS Corporation. 49

帳票定義権限

帳票定義毎に個別に設定する権限です。

この権限にて、以下の設定が可能です。

・帳票定義をDesigner,Managerで参照、編集するための権限

・タブレットで帳票定義から新規作成するための権限

・タブレットで帳票定義から新規作成した入力帳票につける権限の設定

入力帳票
帳票定義

…………
………… 
…………

定義権限 帳票権限
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帳票定義権限の設定

帳票定義の権限は、帳票定義毎に個別に設定します。

メニュー「帳票定義」より行えます。

②権限 定義 / 帳票
をクリック

①設定する帳票定義を
クリック

③帳票定義権限を
設定出来ます。
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編集ボタンをクリックして帳票定義権限の設定変更が可能です。

編集ボタン

「登録」をクリックして
設定を確定します。

設定する
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帳票定義権限の設定詳細

➢ 定義 参照
Manager,Designerで該当の帳票定義を参照するための権限

➢ 定義 編集
Manager,Designerで該当の帳票定義を編集するための権限

➢ 定義 削除
Managerで該当の帳票定義を削除するための権限

帳票定義権限は、”定義”、“帳票”の２つにそれぞれ設定します。

定義：該当の帳票定義自体にもつ権限

➢ 定義権限
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➢ 帳票権限

➢ 参照
タブレット、Managerでこの帳票定義から作成された入力帳票を参照するための権限

➢ 作成
タブレット、Managerでこの帳票定義から入力帳票を新規作成するための権限

➢ 編集
タブレット、Managerでこの帳票定義から作成された入力帳票を編集するための権限

➢ 削除
Managerでこの帳票定義から作成された入力帳票を削除するための権限

帳票：この帳票定義から作成された帳票がもつ権限です。
入力帳票が作成されると、これらの“参照”、”編集”、“削除”の権限が設定されます。

。

帳票権限は基本帳票定義権限設定の帳票権限を引き継ぎますが、
次ページにて説明します「帳票作成時のユーザーグループ権限設定モード」で
帳票作成者の所属するグループにより、権限設定を絞り込む事が可能です。
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帳票作成時のユーザーグループ権限設定

帳票作成時のユーザーグループ権限設定モードを使用すると、

入力帳票を作成したユーザーの所属するグループによって、

帳票定義権限に設定されている帳票権限を自動で、絞り込む事が出来ます。

設定値は、全部で４つあります。

①設定どおり全て付ける
デフォルトの設定です。帳票権限の内容がそのまま入力帳票に自動で設定されます。

②作成ユーザーの所属するグループのみにする
帳票定義権限で設定した帳票権限が、作成ユーザーの所属するグループのみに自動で設定されます。

③作成ユーザーの所属するグループと、そのグループの上位の階層にあるグループのみに絞る
帳票定義権限で設定した帳票権限が、帳票を作成したユーザーの所属するグループとその上位グループのみに
自動で設定されます。

④作成ユーザーの所属するグループと、そのグループの上位・下位階層にあるグループのみに絞る
帳票定義権限で設定した帳票権限が、帳票を作成したユーザーの所属するグループとその上位・下位グループ
のみに自動で設定されます。
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①設定どおり全て付ける

作成ユーザーに関係なく、帳票定義権限で設定した帳票権限がそのまま設定されます。

グループ
定義 帳票

参照 作成 編集 削除 参照 作成 編集 削除

A部長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

A部長/開発管理 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

A部長/開発管理/テスト管理 ○ ○ ○ ○ ○

A部長/開発管理/テスト管理/テスト１ ◯ ◯ ◯

A部長/開発管理/テスト管理/テスト２ ◯ ◯ ◯

A部長/開発管理/テスト管理/テスト３ ◯ ◯ ◯

A部長/開発管理/サポート管理 ○ ○ ○ ○

A部長/開発管理/サポート管理/サポート１ ◯ ◯ ◯

A部長/開発管理/サポート管理/サポート２ ◯ ◯ ◯

グループ
帳票

参照 編集 削除

A部長 ○ ○ ○

A部長/開発管理 ○ ○ ○

A部長/開発管理/テスト管理 ○ ○

A部長/開発管理/テスト管理/テスト１ ◯ ◯

A部長/開発管理/テスト管理/テスト２ ◯ ◯

A部長/開発管理/テスト管理/テスト３ ◯ ◯

A部長/開発管理/サポート管理 ○ ○

A部長/開発管理/サポート管理/サポート１ ◯ ◯

A部長/開発管理/サポート管理/サポート２ ◯ ◯

帳票定義権限

入力帳票権限
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②作成ユーザーの所属するグループのみにする

帳票定義権限で設定した帳票権限が、作成ユーザーの所属するグループのみに自動で設定されます。

グループ
定義 帳票

参照 作成 編集 削除 参照 作成 編集 削除

A部長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

A部長/開発管理 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

A部長/開発管理/テスト管理 ○ ○ ○ ○ ○

A部長/開発管理/テスト管理/テスト１ ◯ ◯ ◯

A部長/開発管理/テスト管理/テスト２ ◯ ◯ ◯

A部長/開発管理/テスト管理/テスト３ ◯ ◯ ◯

A部長/開発管理/サポート管理 ○ ○ ○ ○

A部長/開発管理/サポート管理/サポート１ ◯ ◯ ◯

A部長/開発管理/サポート管理/サポート２ ◯ ◯ ◯

グループ
帳票

参照 編集 削除

A部長/開発管理/テスト管理 ○ ○

帳票定義権限

入力帳票権限

A部長/開発管理/テスト管理 に所属するユーザーが帳票を作成した場合

・A部長/開発管理/テスト管理
のみに帳票権限が設定されます。
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グループ
帳票

参照 編集 削除

A部長 ○ ○ ○

A部長/開発管理 ○ ○ ○

A部長/開発管理/テスト管理 ○ ○

A部長/開発管理/テスト管理/テスト２ ◯ ◯

③作成ユーザーの所属するグループと、

そのグループの上位の階層にあるグループのみに絞る

帳票定義権限で設定した帳票権限が、作成ユーザーの所属するグループと、その上位階層のグループの
設定のみに自動で設定されます。

グループ
定義 帳票

参照 作成 編集 削除 参照 作成 編集 削除

A部長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

A部長/開発管理 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

A部長/開発管理/テスト管理 ○ ○ ○ ○ ○

A部長/開発管理/テスト管理/テスト１ ◯ ◯

A部長/開発管理/テスト管理/テスト２ ◯ ◯ ◯

A部長/開発管理/テスト管理/テスト３

A部長/開発管理/サポート管理 ○ ○ ○ ○

A部長/開発管理/サポート管理/サポート１ ◯ ◯ ◯

A部長/開発管理/サポート管理/サポート２ ◯ ◯ ◯

帳票定義権限

入力帳票権限

A部長/開発管理/テスト管理/テスト２ に所属するユーザーが帳票を作成した場合

同階層のグループ同士で、帳票をそれぞれ見せたくない場合などに有効な設定です。

A部長/開発管理/テスト管理/テスト２の
上位グループは
・A部長
・A部長/開発管理
・A部長/開発管理/テスト管理
の３グループ
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グループ
帳票

参照 編集 削除

A部長 ○ ○ ○

A部長/開発管理 ○ ○ ○

A部長/開発管理/サポート管理 ○ ○

A部長/開発管理/サポート管理/サポート１ ◯ ◯

A部長/開発管理/サポート管理/サポート２ ◯ ◯

④作成ユーザーの所属するグループと、

そのグループの上位・下位階層にあるグループのみに絞る
帳票定義権限で設定した帳票権限が、帳票を作成したユーザーの所属するグループとその上位・下位グループ
のみに自動で設定されます。

グループ
定義 帳票

参照 作成 編集 削除 参照 作成 編集 削除

A部長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

A部長/開発管理 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

A部長/開発管理/テスト管理 ○ ○ ○ ○ ○

A部長/開発管理/テスト管理/テスト１ ◯ ◯

A部長/開発管理/テスト管理/テスト２ ◯ ◯ ◯

A部長/開発管理/テスト管理/テスト３

A部長/開発管理/サポート管理 ○ ○ ○ ○

A部長/開発管理/サポート管理/サポート１ ◯ ◯ ◯

A部長/開発管理/サポート管理/サポート２ ◯ ◯ ◯

帳票定義権限

入力帳票権限 A部長/開発管理/サポート管理 に所属するユーザーが帳票を作成した場合

上位階層のグループに所属しているユーザーが帳票を作成し、
その帳票を下位階層のグループに所属するユーザーが編集する場合に有効な設定です。

A部長/開発管理/サポート管理の
上位・下位グループは
・A部長
・A部長/開発管理
・A部長/開発管理/サポート管理
・A部長/開発管理/サポート管理/サポート１
・A部長/開発管理/サポート管理/サポート２
の５グループ
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ユーザーグループ権限設定 「常に権限をつける」

ユーザーグループ権限設定が、

②作成ユーザーの所属するグループのみにする
③作成ユーザーの所属するグループと、そのグループの上位の階層にあるグループのみに絞る
④作成ユーザーの所属するグループと、そのグループの上位・下位階層にあるグループのみに絞る

である場合、帳票を作成したユーザーが所属するグループの上下階層に属していない別のグループのユーザーは、作成された帳票に対する
権限が付きません。

本機能、「常に権限をつける」を設定することにより、

帳票を作成したユーザーが所属するグループの上下階層に属していない、別のグループのユーザーにも、作成された帳票に対する権限を
付与することが可能となります。

以下は、ユーザーグループ権限設定は、③とした場合の例）

定義権限設定

グループ３

グループ４

グループ１

システム２

帳票権限
常に権限をつける

ＯＮ

グループ４

システム２ グループ４の階層に属して
いないので権限がつかない

グループ１

グループ３

グループ１

グループ４

グループ３

作成したグループ４と、
その上位グループであるグループ３に
権限がつく。

グループ４で、帳票作成

階層に属していないが
「常に権限をつける」設定により

権限がつく
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使用例）

• 次の条件を必ず満たす必要がある場合とします。

条件）
・システム管理グループ１、２は作業グループＡ～Ｄの誰が作成した帳票でも見える
・作業グループＡ１は、作業グループＡ２が作成した帳票のみが見える
・作業グループＢ１は、作業グループＢ２が作成した帳票のみが見える
・作業グループＡ１、作業グループＡ２ と 作業グループＢ１、作業グループＢ２は、互いの帳票が見えてはいけない

従来機能のみで設定する場合は、
次ページへ

新しい機能を仕様して設定する場合は、
61ページへ
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従来機能のみで設定した場合）

１．以下のようなグループを用意します。

作業グループＡ１

作業グループＡ２

作業グループＢ１

作業グループＢ２

システム管理グループ１

システム管理グループ２

作業グループＡ１

作業グループＡ２

作業グループＢ１

作業グループＢ２

「システム管理グループ1」と「システム管理グループ2」が、
作業グループＡ１、Ａ２
作業グループＢ１，Ｂ２
に所属するユーザーが作成した帳票に対する権限を
持つためには、
双方の上位階層に属す必要があり、
作業グループＡ１、Ａ２
作業グループＢ１，Ｂ２
は、それぞれIDは別にして同じグループを
二つずつ作成する必要があります。
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ユーザーグループ権限設定は

③作成ユーザーの所属するグループと、そのグループの上位の階層にあるグループのみに絞る
を設定。

グループ構成は、以下のようになります。

作業グループＡ１

作業グループＡ２

作業グループＢ１

作業グループＢ２

システム管理グループ１

作業グループＡ１

作業グループＡ２

作業グループＢ１

作業グループＢ２

システム管理グループ２

２．グループ階層を設定します。

「システム管理グループ1」と「システム管理グループ2」が、
作業グループＡ１、Ａ２
作業グループＢ１，Ｂ２
に所属するユーザーが作成した帳票に対する権限を
持つためには、
双方の上位階層に属す必要があり、
作業グループＡ１、Ａ２
作業グループＢ１，Ｂ２
は、それぞれIDは別にして同じグループを
二つずつ作成する必要があります。
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新しい機能を利用した設定）

1.以下のようなグループを用意します。

作業グループＡ１

作業グループＡ２

作業グループＢ１

作業グループＢ２

システム管理グループ１

システム管理グループ２
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ユーザーグループ権限設定は

③作成ユーザーの所属するグループと、そのグループの上位の階層にあるグループのみに絞る
を設定。

グループ構成は、以下のようになります。

作業グループＡ１

作業グループＡ２

作業グループＢ１

作業グループＢ２

システム管理グループ１

システム管理グループ２

「常に権限をつける」を設定することで、
「作業グループ」を1つづつ作成するだけで、
「システム管理グループ1」と「システム管理グループ2」は、
上下階層にない「作業グループA１、Ａ２、Ｂ１，Ｂ２に
所属するユーザーが作成した帳票に対する権限を持つことができます。

常に権限をつける
ＯＮ

常に権限をつける
ＯＮ

２．グループ階層を設定します。
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「常に権限をつける」設定手順

帳票定義の定義/帳票設定にて設定します。

①帳票定義をクリック

②定義/帳票をクリック

編集ボタンをクリック
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ユーザーグループ権限設定にて「設定どおり全て付ける」以外を選択すると、

下部のグループ一覧上に「常に権限をつける」設定が表示されます。

①ユーザーグループ権限設定にて
を「設定どおり全て付ける」以外を選択

②「常に権限をつける」設定列が
表示されます。
ここをチェックして登録したグループは、
誰が作成した帳票でも権限がつくように
なります。
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帳票作成時のユーザーグループ権限設定の注意点

【注意点】
このモード設定は、タブレットで帳票作成時に使用されます。

Managerや外部連携APIでの自動帳票作成時には、自動帳票作成のCSV、XMLにおいてどの
モードを使用するかの設定が可能です。
指定がない場合は、「①設定どおり全て付ける」で動作します。
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権限をもつグループ

新規グループの追加時の注意点

新しくグループを作成しても、そのグループは既存の帳票定義、入力帳票に権限を

持ちません。新しくグループの作成した際は、

各帳票定義毎に帳票定義権限設定を行う必要があります。

…………
………… 
………… グループA グループB

グループC

グループの新規作成

既存の帳票定義、入力帳票

自動で反映しません。
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クラスター権限
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クラスター１：編集可能
クラスター２：参照のみ
クラスター３：参照不可

クラスター権限

クラスター毎に帳票権限グループ別で”編集可能”、“参照のみ”、“参照不可”の
３つの権限を割り当てる事が出来ます。

帳票権限グループA

クラスター１

クラスター２

クラスター３

この設定を行う事で、帳票編集権限を持っているユーザーであっても、
特定のクラスターに対しては、入力を不可にしたり、参照不可にする事が
可能になります。

クラスター１：編集可能
クラスター２：編集可能
クラスター２：編集可能

帳票権限グループB

あいうえお

かきくけこ

さしすせそ

あいうえお

かきくけこ

あいうえお

かきくけこ

さしすせそ

帳票定義

帳票作成

入力帳票



© CIMTOPS Corporation. 71

クラスター権限詳細

クラスター毎に以下３つの権限が設定出来ます。

権限 説明

編集可能 対象クラスターに対して、参照、編集が可能です。
※対象クラスターの種別が承認クラスターであれば、”申請”、”承認”、“差し戻し”する事が可能です。

参照のみ 対象クラスターに対して、参照する事が可能です。編集は不可です。
※対象クラスターの種別が承認クラスターであれば、“申請”する事が可能です。

参照不可 対象クラスターの入力値がマスクされ、参照自体が不可になります。

iPadでの表現

編集可能

参照のみ

参照不可
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クラスター権限が設定出来るグループ

クラスター権限が設定出来るグループ
• 帳票定義の場合

• 入力帳票の場合

帳票の“参照”、”作成”、”編集”
いずれかの権限を持っているグループが

クラスタ権限設定を行えます。

帳票の“参照”、”編集”
いずれかの権限を持っているグループが

クラスタ権限設定を行えます。
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クラスター権限設定を確認する

①クラスターの権限設定より
対象シートをクリック

帳票定義の詳細より、クラスター権限設定画面を表示します。
ここで、各クラスター毎の権限設定状況が確認出来ます。

②クラスター毎の権限設定が
確認出来ます。
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クラスター権限設定を確認する②
クラスター権限設定一覧説明

【編集可能】
対象のクラスターに対して、
編集可能な権限を持つグループ
を表示します。

【参照のみ】
対象のクラスターに対して、
編集は出来ないが、
参照可能であるグループ
を表示します。

【参照不可】
対象のクラスターに対して、
参照不可であるグループ
を表示します。
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クラスター権限設定を変更する

クラスター権限設定一覧より、変更したいクラスターにチェックを入れ、
編集ボタンをクリックする事でグループ別権限設定画面を表示します。

①編集したいクラスターに
チェックを入れる。

※複数選択して一括設定可能

②編集ボタンをクリック

③グループ別権限設定画面を
します。
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２．クラスター権限設定を変更する②対象クラスターの権限設定をグループ別で設定します。

【設定なしグループ】
クラスター権限設定の

存在しないグループです。
なお、ここに属しているグループは、
編集可能グループに設定が場合に限り

クラスター編集は可能です。
編集可能グループに設定がある場合は、

参照のみの設定となります。

【編集可能グループ】
クラスター編集が可能なグループです。

ここに属しているグループは、
クラスター編集が可能となります。

【参照不可グループ】
クラスター参照が不可なグループです。

ここに属しているグループは、
クラスター参照が不可となります。
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各操作ボタン説明１

【追加 →】
設定なしグループで

選択されているグループを
編集可能グループに移動します。

【← 削除】
編集可能グループで

選択されているグループを
設定なしグループに移動します。

【追加 →】
設定なしグループで

選択されているグループを
参照不可グループに移動します。

【← 削除】
参照不可グループで

選択されているグループを
設定なしグループに移動します。

設定なしグループのリストを
グループ名称（部分一致）で

検索絞りこみします。

編集可能グループのリストを
グループ名称（部分一致）で

検索絞りこみします。

参照不可グループのリストを
グループ名称（部分一致）で

検索絞りこみします。
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各操作ボタン説明２

【全選択】
設定なしグループのリストを

全選択します。
【全解除】

設定なしグループのリストを
全選択解除します。

【全選択】
編集可能グループのリストを

全選択します。
【全解除】

編集可能グループのリストを
全選択解除します。

【全選択】
参照不可グループのリストを

全選択します。
【全解除】

参照不可グループのリストを
全選択解除します。
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承認クラスターのクラスター権限設定

承認クラスターで、申請グループと承認グループとを分けて承認フローを作成するには、
クラスター権限の設定が必須です。

ConMasManager i-Reporter 「権限設定なし」の場合は、
「あなたの承認待ち」に表示されません。
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対象の承認クラスターの権限設定をグループ別で設定します。
「設定なしグループ」が、”申請者”
「編集可能グループ」が、”承認者”
です。
※全グループが「編集可能」ですと“クラスター権限なし”となりますので
申請者、承認者を分けるには最低でも１グループを「設定なしグループ」
に設定します。

承認者グループ
申請者グループ
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申請者グループ
承認者グループ

クラスター権限が”権限設定なし”ではなく、
“編集可能”、”参照のみ”にグループがわかれていれば、
承認フローの設定は完了です。

クラスター権限設定がない場合は、
このように表示します。
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本設定を行う事で承認者グループに属したユーザーでログインすると
「あなたの承認待ち」に申請帳票が表示されます。

ConMasManager

i-Reporter

“承認待ち”の文字色が
赤くなります。
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Designerでの帳票定義作成時の
ユーザーグループ権限の自動設定
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帳票定義作成時のユーザーグループ権限の自動設定

• Designerで帳票定義の作成を行い、その定義をConMasサーバーに保存すると、
あらかじめシステムにおいて設定された権限設定のモードに基づき、
その帳票定義及び帳票に対する帳票定義権限を
グループ管理のグループ階層情報から自動に設定します。

• グループ管理で設定したグループ階層で自動的に帳票定義権限を設定しますので、
帳票定義毎に権限設定をする必要性がなくなります。
また、グループを新規追加した際も自動的に帳票定義権限に追加されます。

• Designerで帳票定義を作成する各現場のユーザーは定義毎の権限設定を行う必要は
ありません。

Designerで帳票定義を作成したユーザーの所属するグループに応じて
その帳票定義及びその定義から作成される帳票の権限をあるルールに基づいて
自動設定する機能です。
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本機能の想定するニーズ及び使用例

【ニーズ】
本社システム管理が定義の作成権限を与えた各拠点の管理者が帳票定義を作成するが、
現場の詳細な権限の設定を、現場側でいちいちさせたくない。
本社システム管理でも全ての拠点に対して設定していられないので、
ある共通ルールに基づき自動化したい。

■本社側
• システム管理者は以下の全社のユーザーグループ及びユーザー情報を管理する。

• ユーザーの登録
• ユーザーグループの登録（上下階層の設定）
• 新規の帳票定義を作成可能なグループの指定（Designer権限）

• システム管理者は帳票定義のひな形となるEXCELファイルを準備し、すべての拠点に 提供する。

■各拠点
• そのひな形EXCELファイルをもとに、各拠点のマネージャーがそのEXCELにアレンジを 加えて、

その拠点独自の事情に応じた帳票定義を作成する。
• サーバーに帳票定義を保存するだけであらかじめシステム全体で設定された権限設定ルールに基づき

自動で権限が設定される。
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以下のユーザー、ユーザーグループの階層の場合に、現場２管理グループが新規に帳票定義を作成

運用イメージ

拠点1

A施工管理部

B施工管理部

現場１管理グループ

現場２管理グループ

現場１管理グループ

現場２管理グループ

作業１G

作業２G

作業１G

作業１G

作業２G

作業１G

作業２G

作業３G

帳票定義を新規作成
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現場２管理グループがDesignerで帳票定義を作成した場合には、以下のように権限が自動設定される。

拠点1

A施工管理部

B施工管理部

現場１管理グループ

現場２管理グループ

現場１管理グループ

現場２管理グループ

作業１G

作業２G

作業１G

作業１G

作業２G

作業１G

作業２G

作業３G

帳票
参照・作成・編集・削除権限あり

帳票
参照・作成・編集・削除権限なし

帳票定義を新規作成
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自動設定の設定

自動設定は、メニュー「システム管理」のグループ管理にて行います。

①メニュー「システム管理」
をクリック

②グループ管理
をクリック

③ここで
設定
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自動設定のON/OFF

➢ モードの有効・無効
自動設定を有効にする・しないを設定します。（デフォルトでは無効）
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権限設定タイプ

➢ 自動設定
定義権限：定義編集可能グループには、“参照”、“編集”、“削除”権限を割り当てる

※定義編集可能グループ以外は“参照”のみ
帳票権限：帳票作成可能グループには、“参照”、“作成”、“編集”、“削除”権限を割り当てる

➢ デフォルト帳票定義権限で設定
定義権限：定義権限適用グループにはグループ管理のデフォルト帳票定義権限 定義を割り当てる

※定義権限適用グループ以外は定義権限はすべてなしとなります。
帳票権限：帳票権限適用グループにはグループ管理のデフォルト帳票定義権限 帳票を割り当てる

作成された帳票定義に権限を割り当てる際、
“自動設定” か ”グループ管理のデフォルト帳票定義権限で設定”
を使用するかを決定します。

グループ管理の
デフォルト帳票定義権限
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権限設定タイプ：自動設定

➢ 作成済み帳票定義の編集権限
作成された帳票定義をDesignerで参照・編集出来るかどうかのルールを設定出来ます。

➢ タブレットでその定義から新規帳票を作成する権限
その帳票定義から入力帳票を作成出来るかどうかのルールを設定します。

➢ タブレットで編集中の帳票を参照・編集する権限
作成された入力帳票に対して参照・編集出来るがどうかのルール設定をします。

３つの設定ルールにしたがって
すべて自動で権限を割り当てます。
グループ管理でのデフォルト帳票定義権限設定は不要です。
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自動設定の条件は、グループ管理のグループ階層によって決定します。

• 「Designerで誰が作成したか」が起点となるため、帳票定義を作成するグループには
あらかじめDesigner権限は設定する必要があります。

グループ階層
Designer権限のみ

設定 設定不要

補足）
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作成済み帳票定義の編集権限

帳票定義を作成したユーザーが所属するグループによって、
その帳票定義の定義権限設定ルールを決定する設定値です。
設定値は、以下の２つから選択します。

①定義作成ユーザーの所属するグループのみが編集可能
→帳票定義を作成したユーザーの所属するグループのみ、その帳票定義を編集出来る権限が
つきます。他のグループはその帳票定義の編集が出来ません。

②定義作成ユーザーの所属するグループと、その上位グループのみが編集可能
→帳票定義を作成したユーザーの所属するグループと、その上位グル―プのみが、
その帳票定義を編集出来る権限がつきます。
他のグループはその帳票定義の編集が出来ません。

【補足】
帳票定義の定義権限を決定する項目ですので、入力帳票の権限設定ルールではありません。
その定義の管理を誰が出来るのかを決める項目です。

ConMasDesigner 定義作成 ConMasDesigner編集
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現場リーダーA

例）グループ管理が以下のような階層で構成されているとする

■現場リーダーAが帳票定義を作成

グループ
定義

参照 編集 削除

システム管理

システム管理/現場管理

システム管理/現場管理/現場リーダーA ○ ○ ○

システム管理/現場管理/現場リーダーA/作業者A

システム管理/現場管理/現場リーダーB

システム管理/現場管理/現場リーダーB/作業者B

システム管理

現場管理

作業者A

作業者リーダーB

作業者B

①定義作成ユーザーの所属するグループのみが編集可能

現場リーダーA
のみが編集、削除権限がつく。
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②定義作成ユーザーの所属するグループと、その上位グループのみが編集可能

グループ
定義

参照 編集 削除

システム管理 ○ ○ ○

システム管理/現場管理 ○ ○ ○

システム管理/現場管理/現場リーダーA ○ ○ ○

システム管理/現場管理/現場リーダーA/作業者A

システム管理/現場管理/現場リーダーB

システム管理/現場管理/現場リーダーB/作業者B

現場リーダーAと
その上位グループである
・システム管理
・現場管理
のみが編集、削除権限がつく。
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タブレットでその定義から新規帳票を作成する権限

作成された帳票定義から入力帳票を起票出来る帳票作成権限設定ルールを
決定する設定値です。
設定値は、以下の４つから選択します。

①定義作成ユーザーの所属するグループのみ
→定義作成ユーザーの所属するグループに属するユーザーのみがタブレット端末より起票可能と
なります。

②定義作成ユーザーの所属するグル―プと、そのグループの上位の階層にあるグループのみ
→定義作成ユーザーの所属するグループとその上位グループに属するユーザーのみがタブレット端末より
起票可能です。

③定義作成ユーザーの所属するグル―プと、そのグループの上位・下位階層にあるグループのみ
→定義作成ユーザーの所属するグループとその上位、下位グループに属するユーザーのみがタブレット端末より起票可能です。
④すべてのユーザー
→どのグループに所属しているユーザーでも起票可能です。

ConMasDesigner
定義作成 帳票

i-Reporter

起票
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【補足１】
起票後の帳票権限をどうするかではなく、
帳票定義から入力帳票を起票出来るかどうかの設定です。
起票後の帳票権限をどうするかは「iPadで編集中の帳票を参照・編集する権限」で設定します。

現場リーダーA

■現場リーダーAが帳票定義を作成

システム管理

現場管理

作業者A

作業者リーダーB

作業者B

【補足２】
起票可能なグループは、必ず定義の参照権限を持ちます。

例）グループ管理が以下のような階層で構成されているとする
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グループ
定義 帳票

参照 編集 削除 参照 作成 編集 削除

システム管理

システム管理/現場管理

システム管理/現場管理/現場
リーダーA

◯ ○ ◯ ○ ○

システム管理/現場管理/現場
リーダーA/作業者A

システム管理/現場管理/現場
リーダーB

システム管理/現場管理/現場
リーダーB/作業者B

①定義作成ユーザーの所属するグループのみ

現場リーダーA
のみが帳票権限がつく。

ここは、
「作成済帳票定義の編集権限」

にて決定します。

グループ
定義 帳票

参照 編集 削除 参照 作成 編集 削除

システム管理 ◯ ○ ○ ○ ○

システム管理/現場管理 ◯ ○ ○ ○ ○

システム管理/現場管理/現場
リーダーA

◯ ○ ◯ ○ ○

システム管理/現場管理/現場
リーダーA/作業者A

システム管理/現場管理/現場
リーダーB

システム管理/現場管理/現場
リーダーB/作業者B

②定義作成ユーザーの所属するグル―プと、そのグループの上位の階層にあるグループのみ

ここは、
「作成済帳票定義の編集権限」

にて決定します。

現場リーダーAと
その上位グループである
・システム管理
・現場管理
のみが帳票権限がつく。



© CIMTOPS Corporation. 99

グループ
定義 帳票

参照 編集 削除 参照 作成 編集 削除

システム管理 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

システム管理/現場管理 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

システム管理/現場管理/現場
リーダーA

◯ ○ ◯ ○ ○

システム管理/現場管理/現場
リーダーA/作業者A

◯ ○ ○ ○ ○

システム管理/現場管理/現場
リーダーB

システム管理/現場管理/現場
リーダーB/作業者B

③定義作成ユーザーの所属するグル―プと、そのグループの上位・下位階層にあるグループのみ

ここは、
「作成済帳票定義の編集権限」

にて決定します。

グループ
定義 帳票

参照 編集 削除 参照 作成 編集 削除

システム管理 ◯ ○ ○ ○ ○

システム管理/現場管理 ◯ ○ ○ ○ ○

システム管理/現場管理/現場
リーダーA

◯ ○ ◯ ○ ○

システム管理/現場管理/現場
リーダーA/作業者A

◯
○ ○ ○ ○

システム管理/現場管理/現場
リーダーB

◯
○ ○ ○ ○

システム管理/現場管理/現場
リーダーB/作業者B

◯
○ ◯ ○ ○

④すべてのユーザー

ここは、
「作成済帳票定義の編集権限」

にて決定します。

全グループが帳票権限を持ちます。

現場リーダーAと
その上位グループである
・システム管理
・現場管理
その下位グループである
・作業者A
のみが帳票権限がつく。



© CIMTOPS Corporation. 100

タブレットで編集中の帳票を参照・編集する権限

①帳票を新規作成したユーザーの所属するグループのみ
→入力帳票を起票したユーザーの所属するグループに属するユーザーのみが参照編集可能です。
②帳票を新規作成したユーザーの所属するグループと、
そのグループの上位の階層にあるグループのみ
→入力帳票を起票したユーザーの所属するグループとその上位グループに属するユーザーのみが
参照編集可能です。

③帳票を新規に作成したユーザーの所属するグループと他の同階層グループ、
その上位にあるグループのみ
→先の設定「iPadでその定義から新規帳票を作成する権限」で絞り込まれたグループすべてが
参照編集可能です。
※ 「iPadでその定義から新規帳票を作成する権限」を”すべてのユーザーが作成可能”を選択していると
全グループが参照編集可能です。

④帳票を新規作成したユーザーの所属するグループと、
そのグループの上位・下位階層にあるグループのみ
→入力帳票を起票したユーザーの所属するグループとその上位・下位グループに属するユーザーのみが
参照編集可能です。

作成された入力帳票に対して参照・編集出来る帳票編集権限設定ルールを
決定する設定値です。
設定値は、以下の４つから選択します。
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【補足】
起票後の帳票権限をどうするかを決定する設定です。
これは、先の２設定とは異なり、「帳票定義をだれが作成した」で決定するのではなく、
「入力帳票をだれが記票した」かで決定します。
つまり、帳票を誰に公開するのかを設定する項目です。

定義 帳票

i-Reporter

参照・編集・削除起票
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現場リーダーA

■タブレットでその定義から新規帳票を作成する権限が、
“④帳票を新規作成したユーザーの所属するグループと、
そのグループの上位・下位階層にあるグループのみが参照・編集可能”とする。

■現場リーダーAが帳票を作成

システム管理

現場管理

作業者A

作業者リーダーB

作業者B

■現場リーダーAが帳票定義を作成

例）グループ管理が以下のような階層で構成されているとする
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グループ
帳票

参照 編集 削除

システム管理 ○ ○ ○

システム管理/現場管理 ○ ○ ○

システム管理/現場管理/現場リーダーA ○ ○ ○

システム管理/現場管理/現場リーダーA/作業者A

システム管理/現場管理/現場リーダーB

システム管理/現場管理/現場リーダーB/作業者B

②帳票を新規作成したユーザーの所属するグループと、
そのグループの上位の階層にあるグループのみ

現場リーダーAと
その上位グループである
・システム管理
・現場管理
のみが帳票権限がつく。

グループ
帳票

参照 編集 削除

システム管理

システム管理/現場管理

システム管理/現場管理/現場リーダーA ○ ○ ○

システム管理/現場管理/現場リーダーA/作業者A

システム管理/現場管理/現場リーダーB

システム管理/現場管理/現場リーダーB/作業者B

①帳票を新規作成したユーザーの所属するグループのみ

現場リーダーA
のみが編集、削除権限がつく。
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グループ
帳票

参照 編集 削除

システム管理 ○ ○ ○

システム管理/現場管理 ○ ○ ○

システム管理/現場管理/現場リーダーA ○ ○ ○

システム管理/現場管理/現場リーダーA/作業者A ○ ○ ○

システム管理/現場管理/現場リーダーB

システム管理/現場管理/現場リーダーB/作業者B

④帳票を新規作成したユーザーの所属するグループと、
そのグループの上位・下位階層にあるグループのみ

現場リーダーAと
その上位グループである
・システム管理
・現場管理
その下位グループである
・作業者A
のみが帳票権限がつく。

③帳票を新規に作成したユーザーの所属するグループと他の同階層グループ、
その上位にあるグループのみ

グループ
帳票

参照 編集 削除

システム管理 ○ ○ ○

システム管理/現場管理 ○ ○ ○

システム管理/現場管理/現場リーダーA ○ ○ ○

システム管理/現場管理/現場リーダーA/作業者A ○ ○ ○

システム管理/現場管理/現場リーダーB ○ ○ ○

システム管理/現場管理/現場リーダーB/作業者B ○ ○ ○

今回のケースだと
起票出来るのは、現場管理の上位・下位に
属するグループ。
この例の場合は、全グループに帳票権限が
つく。

【補足】
③の設定では、帳票定義から記票可能＝帳票編集可能
です。



© CIMTOPS Corporation. 105

権限設定タイプ：グループ管理のデフォルト帳票定義権限で設定

➢ 定義権限を適用するグループ
作成された帳票定義をDesignerで参照・編集出来るかどうかのルールを設定出来ます。

➢ 帳票権限を適用するグループ
その帳票定義から入力帳票を作成出来るかどうかのルールを設定します。

➢ 帳票作成時のユーザーグループ権限設定モード
P52[帳票作成時のユーザーグループ権限設定] 設定をします。

３つの設定ルールにしたがって
定義・帳票権限グループを絞りこみ、
グループ管理のデフォルト帳票定義権限を適用します。
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定義権限を適用するグループ

帳票定義を作成したユーザーが所属するグループによって、
その帳票定義の定義権限設定ルールを決定する設定値です。
設定値は、以下の２つから選択します。

①定義作成ユーザーの所属するグループのみ
→帳票定義を作成したユーザーの所属するグループのみ、“デフォルト帳票定義権限 定義”権限を割り当てます。

②定義作成ユーザーの所属するグループと、その上位グループのみ
→帳票定義を作成したユーザーの所属するグループと、その上位グル―プのみ、
“デフォルト帳票定義権限 定義”権限を割り当てます。

【補足】
帳票定義の定義権限を決定する項目ですので、入力帳票の権限設定ルールではありません。
その定義の管理を誰が出来るのかを決める項目です。
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現場リーダーA

例）グループ管理が以下のような階層で構成されているとする

■現場リーダーAが帳票定義を作成

システム管理

現場管理

作業者A

作業者リーダーB

作業者B

デフォルト帳票定義権限

グループ

デフォルト帳票定義権限

定義 帳票

参照 編集 削除 参照 作成 編集 削除

システム管理 ○ ○

システム管理/現場管理 ○ ○

システム管理/現場管理/現場リーダーA ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

システム管理/現場管理/現場リーダーA/作業者A ○ ○ ○

システム管理/現場管理/現場リーダーB ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

システム管理/現場管理/現場リーダーB/作業者B ○ ○ ○
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②定義作成ユーザーの所属するグループと、その上位グループのみ

グループ
定義

参照 編集 削除

システム管理 ○

システム管理/現場管理 ○

システム管理/現場管理/現場リーダーA ○ ○ ○

システム管理/現場管理/現場リーダーA/作業者A

システム管理/現場管理/現場リーダーB

システム管理/現場管理/現場リーダーB/作業者B

現場リーダーAと
その上位グループである
・システム管理
・現場管理
のみ”デフォルト帳票定義権限 定義”を
割り当てます

グループ
定義

参照 編集 削除

システム管理

システム管理/現場管理

システム管理/現場管理/現場リーダーA ○ ○ ○

システム管理/現場管理/現場リーダーA/作業者A

システム管理/現場管理/現場リーダーB

システム管理/現場管理/現場リーダーB/作業者B

①定義作成ユーザーの所属するグループのみ

現場リーダーAのみ
“デフォルト帳票定義権限 定義”を割り当てます
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帳票権限を適用するグループ

作成された帳票定義から入力帳票を起票出来る帳票作成権限設定ルールを
決定する設定値です。
設定値は、以下の４つから選択します。

①定義作成ユーザーの所属するグループのみ
→定義作成ユーザーの所属するグループのみ“デフォルト帳票定義権限 帳票”権限を割り当てます。

②定義作成ユーザーの所属するグル―プと、そのグループの上位の階層にあるグループのみ
→定義作成ユーザーの所属するグループとそのグループの上位階層にあるグループのみ
“デフォルト帳票定義権限 帳票”権限を割り当てます。

③定義作成ユーザーの所属するグル―プと、そのグループの上位・下位階層にあるグループのみ
→定義作成ユーザーの所属するグループとそのグループの上位下位階層にあるグループのみ
“デフォルト帳票定義権限 帳票”権限を割り当てます。

④すべてのユーザー
→全グループに“デフォルト帳票定義権限 帳票”権限を割り当てます。

【補足】
起票後の帳票権限をどうするかではなく、
帳票定義から入力帳票を起票出来るかどうかの設定です。
起票後の帳票権限をどうするかは「帳票作成時のユーザーグループ権限設定モード」で設定します。
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現場リーダーA

■現場リーダーAが帳票定義を作成

システム管理

現場管理

作業者A

作業者リーダーB

作業者B

例）グループ管理が以下のような階層で構成されているとする

デフォルト帳票定義権限

グループ

デフォルト帳票定義権限

定義 帳票

参照 編集 削除 参照 作成 編集 削除

システム管理 ○ ○

システム管理/現場管理 ○ ○

システム管理/現場管理/現場リーダーA ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

システム管理/現場管理/現場リーダーA/作業者A ○ ○ ○

システム管理/現場管理/現場リーダーB ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

システム管理/現場管理/現場リーダーB/作業者B ○ ○ ○
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グループ
定義 帳票

参照 編集 削除 参照 作成 編集 削除

システム管理

システム管理/現場管理

システム管理/現場管理/現場リーダーA ◯ ○ ○ ○ ◯ ○ ○

システム管理/現場管理/現場リーダーA/作業者A

システム管理/現場管理/現場リーダーB

システム管理/現場管理/現場リーダーB/作業者B

①定義作成ユーザーの所属するグループのみ

グループ
定義 帳票

参照 編集 削除 参照 作成 編集 削除

システム管理 ◯ ○

システム管理/現場管理 ◯ ○

システム管理/現場管理/現場
リーダーA

◯ ○ ○ ○ ◯ ○ ○

システム管理/現場管理/現場
リーダーA/作業者A

システム管理/現場管理/現場
リーダーB

システム管理/現場管理/現場
リーダーB/作業者B

②定義作成ユーザーの所属するグル―プと、そのグループの上位の階層にあるグループのみ

現場リーダーAと
その上位グループである
・システム管理
・現場管理
のみが“デフォルト帳票定義権限 帳票”を
割り当てます

現場リーダーAのみが
“デフォルト帳票定義権限 帳票”を
割り当てます
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グループ
定義 帳票

参照 編集 削除 参照 作成 編集 削除

システム管理 ◯ ◯

システム管理/現場管理 ◯ ◯

システム管理/現場管理/現場リーダーA ◯ ○ ○ ○ ◯ ○ ○

システム管理/現場管理/現場リーダーA/作業者A ○ ○ ○

システム管理/現場管理/現場リーダーB

システム管理/現場管理/現場リーダーB/作業者B

③定義作成ユーザーの所属するグル―プと、そのグループの上位・下位階層にあるグループのみ

グループ
定義 帳票

参照 編集 削除 参照 作成 編集 削除

システム管理 ◯ ○

システム管理/現場管理 ◯ ○

システム管理/現場管理/現場
リーダーA

◯ ○ ○ ○ ◯ ○ ○

システム管理/現場管理/現場
リーダーA/作業者A

○ ○ ○

システム管理/現場管理/現場
リーダーB

○ ○ ○ ○

システム管理/現場管理/現場
リーダーB/作業者B

○ ◯ ○

④すべてのユーザーが作成可能

全グループが “デフォルト帳票定義権限 帳票”を
割り当てます

現場リーダーAと
その上位グループである
・システム管理
・現場管理
その下位グループである
・作業者A
のみが“デフォルト帳票定義権限 帳票”を
割り当てます
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帳票作成時のユーザーグループ権限設定モード

作成された入力帳票に対して参照・編集出来る帳票編集権限設定ルールを
決定する設定値です。
設定値は、以下の４つから選択します。

①設定どおり全て付ける
帳票定義権限で設定した帳票権限の内容がそのまま入力帳票に自動で設定されます。

②作成ユーザーの所属するグループのみにする
帳票定義権限で設定した帳票権限が、作成ユーザーの所属するグループのみに自動で設定されます。

③作成ユーザーの所属するグループと、そのグループの上位の階層にあるグループのみに絞る
帳票定義権限で設定した帳票権限が、帳票を作成したユーザーの所属するグループとその上位グループのみに
自動で設定されます。

④作成ユーザーの所属するグループと、そのグループの上位・下位階層にあるグループのみに絞る
帳票定義権限で設定した帳票権限が、帳票を作成したユーザーの所属するグループとその上位・下位グループ
のみに自動で設定されます。

【補足】
起票後の帳票権限をどうするかを決定する設定です。
これは、先の２設定とは異なり、「帳票定義をだれが作成した」で決定するのではなく、
「入力帳票をだれが記票した」かで決定します。
つまり、帳票を誰に公開するのかを設定する項目です。
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現場リーダーA

■帳票権限を適用するグループが、
“④すべてのユーザー”

とする

システム管理

現場管理

作業者リーダーB

作業者B

■現場リーダーAが帳票定義を作成

例）グループ管理が以下のような階層で構成されているとする

帳票定義権限

グループ
定義 帳票

参照 編集 削除 参照 作成 編集 削除

システム管理 ○ ○

システム管理/現場管理 ○ ○

システム管理/現場管理/現場リーダーA ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

システム管理/現場管理/現場リーダーA/作業者A ○ ○ ○

システム管理/現場管理/現場リーダーB ○ ○ ○ ○

システム管理/現場管理/現場リーダーB/作業者B ○ ○ ○

作業者A
■現場リーダーAが帳票を作成
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グループ
帳票

参照 編集 削除

システム管理

システム管理/現場管理

システム管理/現場管理/現場リーダーA ○ ○ ○

システム管理/現場管理/現場リーダーA/作業者A

システム管理/現場管理/現場リーダーB

システム管理/現場管理/現場リーダーB/作業者B

②作成ユーザーの所属するグループのみにする

現場リーダーAのみに絞ります

グループ
帳票

参照 編集 削除

システム管理 ○

システム管理/現場管理 ○

システム管理/現場管理/現場リーダーA ○ ○ ○

システム管理/現場管理/現場リーダーA/作業者A ○ ○

システム管理/現場管理/現場リーダーB ○ ○ ○

システム管理/現場管理/現場リーダーB/作業者B ○ ○

①設定どおり全て付ける

帳票定義権限のとおり
権限そのまま適用します
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グループ
帳票

参照 編集 削除

システム管理 ○

システム管理/現場管理 ○ ○ ○

システム管理/現場管理/現場リーダーA ○ ○ ○

システム管理/現場管理/現場リーダーA/作業者A ○ ○

システム管理/現場管理/現場リーダーB

システム管理/現場管理/現場リーダーB/作業者B

④作成ユーザーの所属するグループと、そのグループの上位・下位階層にあるグループのみに絞る

現場リーダーAと
その上位グループである
・システム管理
・現場管理
その下位グループである
・作業者A
のみに絞ります

③作成ユーザーの所属するグループと、そのグループの上位の階層にあるグループのみに絞る

グループ
帳票

参照 編集 削除

システム管理 ○

システム管理/現場管理 ○ ○ ○

システム管理/現場管理/現場リーダーA ○ ○ ○

システム管理/現場管理/現場リーダーA/作業者A

システム管理/現場管理/現場リーダーB

システム管理/現場管理/現場リーダーB/作業者B

現場リーダーAと
その上位グループである
・システム管理
・現場管理
のみに絞ります
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